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１ 趣 旨

市民一人ひとりが個性と能力を十分に発揮し，自分らしく生きていくことができる社会

を実現することは全ての市民の願いです。そのため，性的マイノリティの方々に関して，

社会の理解が十分でないために生じる偏見や差別は許されることではありません。

性的マイノリティの方々が抱える人権課題を解決するためには，全市民が課題について

正しく認識し理解を深め行動することが求められます。そして，少数派の人権課題に全市

民が主体的に向き合い，市民の総力で解決を図ることは，互いに個性と人格を尊重する共

生社会の実現につながっていきます。

こうしたことから，笠岡市では「パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度」を創

設し，性的指向及び性自認の多様性を尊重することで，ありのままの自分を表現し，自分

の生き方を自由に選択できる豊かで活力のある社会の実現を目指します。

２ 笠岡市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度とは

この制度は，双方または一方が性的マイノリティであるお二人が，互いを人生のパート

ナーとし，日常の生活において相互に協力することを約束した関係であることを市長に対

して宣誓し，市がその証として「パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓書受領証明書」

と「パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓書受領証明カード」を交付するものです。

また，宣誓する方に未成年のお子様がいる場合，家族として豊かな愛情をもって子育て

をしていくことを併せて宣誓することができます。

この制度は婚姻制度とは異なり法的効力はありませんが，性の多様性を尊重し，様々な

家族の形を市として応援していくものです。

用語の解説

性的マイノリティ

恋愛感情や性的な関心の対象（性的指向）が必ずしも異性愛のみではない人，

または自分が認識している性別（性自認）が出生時の性と異なる人などをいう。

パートナーシップ

お二人の双方または一方が性的マイノリティであり，お互いを人生のパート

ナーとし，日常生活において相互に協力し合うことを約束した関係をいう。

ファミリーシップ

パートナーシップの関係にあるお二人の双方または一方の未成年の子（実子

または養子）がいる場合，生計が同一で，家族として愛情をもってその子を育

てていくことを約束した関係をいう。
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３ 宣誓をすることができる方

（１）パートナーシップの宣誓について

パートナーシップの宣誓ができるのは，次の要件をすべて満たしている方です。

①民法に規定する成年に達していること。

②市内に住所を有している，または笠岡市への転入を予定していること。

③配偶者（事実上の婚姻関係を含む。）がいないこと。

④宣誓をする相手以外の人とパートナーシップの関係にないこと。

⑤民法に規定する婚姻をすることができないとされている関係にないこと。

ただし，パートナーシップに基づく養子縁組の場合は宣誓できます。

パートナーシップを宣誓できない続柄

（パートナーシップに基づく養子縁組を除く。）

直  系 傍  系

配偶者

父母
①

祖父母
②

曾祖父母
③

本人

父母
①

祖父母
②

兄弟姉妹
②

曾祖父母
③

おじ・おば
③

おい・めい
③

孫
②

子
①

配偶者
①

配偶者
②

ひ孫
③

配偶者
③

直系血族 直系姻族 傍系血族 ※①,②,③は親等を表しています。
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（２）ファミリーシップの宣誓について

ファミリーシップの対象となる子どもは次のとおりです。

①未成年であること。

②宣誓される方の実子または養子であること。

③宣誓されるお二人または一方と生計が同一であること。

※お子様が１５歳以上の場合，宣誓書にはご本人に署名していただきます。

４ 手続きの流れ

（１）宣誓する日時を予約します

予約の担当課は，笠岡市人権推進課です。

①宣誓可能な日時は次のとおりです。

・月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く。）

・午前８時３０分～午後４時４５分

②予約の方法は次のとおりです。

・電 話 ０８６５（６９）２１２０

・メール jinkensuishin@city.kasaoka.okayama.jp
・ＦＡＸ ０８６５（６２）５７６７

③予約にあたり次の事をお伝えください。

・お二人の名前，住所，生年月日

・希望日時（複数の日にちをお伝えください。）

・日中に連絡ができる電話番号

（２）パートナーシップ・ファミリーシップの宣誓をします

①予約した日時に，お二人で人権推進課までお越しください。

※宣誓を行う場所 笠岡市人権推進課（笠岡市笠岡１８７２番地の１９）

お二人のプライバシーに配慮し，個室で行います。

②宣誓には職員が立ち会いますので，職員の面前で「パートナーシップ・ファミリーシ

ップ宣誓書」に記入していただきます。ただし，自分で記入できない場合は，宣誓し

ようとする方および市職員の立会いのもと代筆することができます。

③ファミリーシップの宣誓で，１５歳以上のお子様については自分で記入していただき

ますが，お二人と一緒に来庁することが難しい場合は，事前に自分で記入しておいて

ください。宣誓書は，人権推進課で受け取るか，ホームページからダウンロードして

ご使用ください。
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（３）「受領証明書・受領証明カード」を交付します

①提出していただいた書類を確認し，要件を満たしている場合は宣誓書の写しを添えて

「パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓書受領証明書」と「パートナーシップ・

ファミリーシップ宣誓書受領証明カード」（これ以降「受領証明書等」という。）を交

付します。

②書類の確認，カードの作成に数日を要するため，後日，郵送または窓口で交付します。

窓口での交付を希望する場合は，受取り日時を調整します。

５ 宣誓に必要なもの

（１）住民票の写しまたは住民票記載事項証明書

①３か月以内に発行されたものを，それぞれ１通提出してください。（お二人が同一世帯

の場合は１通でかまいません。）

②本籍地，住民票コード，個人番号（マイナンバー）の記載は不要です。個人番号（マ

イナンバーカード）の記載があるものは受け取れませんので，ご注意ください。

③転入予定の方は，転出証明書の写しを提出してください。個人番号（マイナンバー）

部分は，マジック等で黒塗りしてください。

（２）婚姻をしていないことが確認できる書類

①３か月以内に発行された戸籍抄本または独身証明書を，それぞれ１通提出してくださ

い。（本籍が笠岡市以外の場合には，その自治体の窓口もしくは郵便で請求することが

できます。詳しくは，本籍地のある自治体の戸籍担当窓口へご確認ください。）

（３）本人確認ができる書類

①官公署が発行した顔写真が付いたものは，１点を提示してください。

例：運転免許証，マイナンバーカード（個人番号カード），パスポート，その他官公署

が発行した顔写真付きの免許証または許可証など

②官公署が発行した顔写真が付いていないものは，２点を提示してください。なお，有

効期限があるものについては，有効期限内のものに限ります。

例：健康保険証，各種医療証，年金手帳，介護保険被保険者証など

（４）お子様に関する書類（ファミリーシップを宣誓する場合）

①お子様が１５歳以上の場合は，「パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓書」に自署

して提出してください。ただし，自分で記入できない場合は，市職員の立会いのもと
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代筆することができます。宣誓書は，人権推進課で受け取るか，ホームページからダ

ウンロードしてご使用ください。

②上記（１）の住民票の写しまたは住民票記載事項証明書は，お子様を含めたものを取

得してください。

③お子様の戸籍抄本など，親子関係を証明できるものを提出してください。

上記（２）で戸籍抄本を取得する場合は，お子様を含めた戸籍抄本を取得してくださ

い。

６ 通称名の使用

パートナーシップの宣誓の際に，戸籍上の氏名ではなく通称名を使用することができま

す。その場合は，日常生活においてその名前を使用していることがわかるものを提示して

ください。

社員証，給与明細書，学生証，公共料金の請求書

自宅に届いた郵便物（消印があり，住民票上の住所と一致しているもの）など

７ 交付する書類

お二人に，宣誓書の写し（１通），受領証明書（２通），受領証明カード（２通）を交付

します。

受領証明書
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８ 受領証明書等の再交付，変更，返還等

受領証明書等の再交付・変更・返還等の手続きをされる場合は，事前に連絡をお願い

します。

（１）受領証明書等の再交付

①受領証明書等を紛失・毀損，汚損した場合や，その他の事情で再交付を希望される場

合は，様式第４号 再交付申請書を提出してください。

②毀損，汚損した場合は，すでに交付している受領証明書等と引き換えとなりますので，

忘れずにお持ちください。

③再交付を受けた後に紛失した受領証明書等を発見したら，すみやかに返還してくださ

い。

④本人確認をさせていただきますので，５ページに記載している「本人確認ができる書

類」を参考に，本人確認書類をお持ちください。

表面

裏面

受領証明カード

パートナーシップのみ パートナーシップ・ファミリーシップ

【本人】 【パートナー】

様 様

（ 年 月 日生） （ 年 月 日生）

住所 住所

交付番号 号

笠岡市パートナーシップ・ファミリーシップの宣誓の取扱いに

関する要綱の規定に基づき，パートナーシップ・ファミリーシップ

宣誓書を受領したことを証明します。

パートナーシップ・ファミリーシップ

宣誓書受領証明カード

年 月 日 笠岡市長 印
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（２）記載事項の変更

①住所や氏名の変更など受領証明書等に記載されている事項に変更があった場合は，様

式第５号 宣誓事項変更届を提出してください。

②宣誓事項変更届に添付していただく書類は次のとおりです。

・氏名の変更：戸籍抄本等

・通称名の変更：６ 通称名の使用に記載している書類

・住所の変更：住民票の写しまたは住民票記載事項証明書

・新たにお子様を追加する場合：お子様の戸籍抄本等

③お子様が成年に達した場合，または受領証明書等から削除する場合は，宣誓事項変更

届を提出してください。

④紛失の場合を除き，すでに発行している受領証明書等と引き換えとなりますので，忘

れずにお持ちください。

⑤本人確認をさせていただきますので，５ページに記載している「本人確認ができる書

類」を参考に，本人確認書類をお持ちください。

（３）受領証明書等の返還

①次の項目に該当する場合は，様式第６号 返還届を提出し受領証明書等を返還してくだ

さい。

・パートナーシップ・ファミリーシップを解消したとき。

・宣誓者の一方が死亡したとき。

・市外へ転出したとき。（転勤などやむを得ない事情により，一時的に転出する場合を

除きます。）

・その他，宣誓の要件を満たさなくなったとき。

②本人確認をさせていただきますので，５ページに記載している「本人確認ができる書

類」を参考に，本人確認書類をお持ちください。

（４）お子様による氏名削除の申し立て

①受領証明書等に記載されているお子様が，１５歳に達した日以降に受領証明書証明書

等から自分の氏名を削除したい場合は，様式第７号 宣誓に関する申立書を提出して

ください。

②宣誓に関する申立書の提出があった場合は，お子様の氏名を削除した受領証明書等を

交付します。

③本人確認をさせていただきますので，５ページに記載している「本人確認ができる書
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類」を参考に，本人確認書類をお持ちください。

９ 他の自治体との相互利用

パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度の自治体間相互利用の協定を締結してい

る自治体へ転出する場合は，笠岡市が交付した受領証明書等を転出先の自治体で使用する

ことができる場合があります。

相互利用が可能な自治体など，詳しくは人権推進課へお問合せください。

１０ よくある質問

パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度について

Ｑ１ パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度と結婚はどう違うのですか。

結婚は民法で定める法律行為であるため，二人の新しい戸籍を作り，同じ氏を名乗り

ます。そして，相続や所得税の配偶者控除が受けられたり，お互いに扶養する義務など

法律上の様々な権利と義務が生じます。

一方，パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度は，性の多様性を尊重すること

で，性的マイノリティの方が自分らしい生き方を自由に選択し，家族として暮らして

いくことを市として応援するための制度です。この制度は笠岡市が独自に実施する

制度であるため，法律上の権利や義務は生じません。

Ｑ２ 宣誓することができるのは，同性パートナーだけですか。

同性パートナーに限らず，一方または双方が性的マイノリティの方で，宣誓できる要

件（Ｐ３参照）を満たしていれば，宣誓をすることができます。

Ｑ３ 養子縁組をしていますが，この制度を利用できますか。

宣誓しようとしているお二人が，パートナーシップの関係に基づく養子縁組をしてい

る場合は宣誓できます。ただし，「おじ・おば」と「おい・めい」等の近親者間での養子

縁組は対象となりません。

Ｑ４ 宣誓をすると戸籍や住民票の記載が変わりますか。

この制度は法的な効力がないため，宣誓後に戸籍や住民票の記載が変わることはあり

ません。

Ｑ５ 受領証明書等に有効期限はありますか。

受領証明書等は，市として宣誓書を受領した事実を証明するものであり，また，法的

な効力が生じるものでもないため，受領証明書等に有効期限はありません。
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宣誓するお二人及びお子様について

Ｑ６ 事実婚の二人は宣誓できますか。

この制度は，一方または双方が性的マイノリティであるお二人を対象としているた

め，事実婚のお二人は宣誓できません。

Ｑ７ 同居していないと宣誓できませんか。

お二人が同居していなくても市内にお住まいであれば宣誓することができます。ただ

し，お二人がお互いを人生のパートナーとして，日常生活において相互に協力し合うこ

とを約束した関係であることが必要です。

Ｑ８ 宣誓にあたりプライバシーは守られますか。

お二人のプライバシーに配慮し，原則個室で行い，担当の市職員のみが立ち会います。

また，提出された書類や記載されている個人情報等について，本人の同意なく外部に

提供することはありません。

Ｑ９ パートナーシップ・ファミリーシップを解消したいのですがどうすればよいです

か。

受領証明書等返還届（様式第６号）を提出し，お二人分の受領証明書等を返還してく

ださい。

Ｑ１０ ファミリーシップを宣誓した「子」が成年になったのですが，どうすればよい

ですか。

ファミリーシップは未成年の子を対象としていますので，宣誓書に記載した「子」が

成年に達したら宣誓事項変更届（様式第５号）を提出してください。新たに変更後の受

領証明書等を交付します。

Ｑ１１ 市外に転出する場合はどうすればよいですか。

お二人またはどちらかお一人が市外に転出する場合は，受領証明書等返還届（様式第

６号）とお二人分の受領証明書等を返還してください。ただし，転勤などやむを得ない

事情により，一時的に転出する場合は返還の必要はありません。

なお，笠岡市と相互利用の協定を締結している自治体へ転出する場合は，受領証明書

等を継続して使用することができます。詳しくは人権推進課にお問合せください。
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手続きについて

Ｑ１２ 土・日曜日や祝日に宣誓や交付を受けることはできますか。

申し訳ございませんが，宣誓の受付や受領証明書等の交付は年末年始・祝日を除く月

曜日から金曜日までの午前８時３０分から午後５時１５分までとなります。この時間に

ご都合がつかない場合は，人権推進課にご相談ください。

Ｑ１３ 郵便やＥメールでも宣誓書を受け付けていますか。

宣誓書は職員の面前で記入していただくことから，郵便やＥメールでは受け付けてい

ません。ただし，病気等のご事情によりお二人で来庁することが困難な場合はご相談く

ださい。

Ｑ１４ 宣誓に費用はかかりますか。

宣誓書の提出や受領証明書等の交付は無料です。ただし，宣誓等の際に提出していた

だく住民票や戸籍抄本など，必要書類の交付手数料等は自己負担となります。

笠岡市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度

ガイドブック

令和４年４月
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TEL ０８６５（６９）２１２０

FAX ０８６５（６２）５７６７

E-mail jinkensuishin@city.kasaoka.okayama.jp


